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早期型渦巻銀河は晩期型渦巻銀河に比べ て ､ 原子 ･ 分子ガ ス質量が少なく､ また銀河全体の 屋形

成率も低い o 銀河 の中心領域に つ い て は
､ 可視光の分光観測にお い て星形成と ハ ッ ブルタイ プと の

関係が調べ られ て 普た｡ 中心領域で の Ⅲ α 検出率は､ E :0 %
､

S O : 8 %
､

S a: 2 2 % ､ S b : 5 1 % ､ S c _I m :

8 0 % にとな っ ており, 早期型渦巻銀河 に なるはど星形成率が起こ る舜度が低い .

一 方､ H α フ ラ ウ

クス で は
､ S O/ a - S b c が s c の 9 倍大書 い こ とがわか っ てきたo l 叫 m フ ラ ッ クス で も同様な傾向が

見られる｡ これらは､ 早期型銀河では星形成が起こ る頻度は少な い が
､ 星形成が激しい銀河がある

と いうこ とを示して い る｡ なぜ
､

ハ ッ ブルタイプにより､ こ の よう夜違いか見られる の かは未解決

の問題である｡ 干渉計を用い た C O 輝線の 高分解能観測は､ 星形成の材料で ある分子ガス が ､ どの

ように分布し
､

か つ
､ それがどの ような力学的状態にあるかと いう情報をもたらすため , 中心領域

の 屋形成を理解する上 で重要なプt 7
- ブとなり得るo しか しながら､ これま で の干渉計を用い た渦

巻銀河の高分解能 c o サ
ー ベ イは晩期型渦巻銀河に偏 っ て い た｡

我々は､ 野辺山ミリ波干渉計 p M A) を用い て､ 近傍の H II 領域を伴う早期型渦巻銀河 1 2 天体に

つ い て高空間分解能
12 c ?(J = ト0) サ

ー ベ イ観測を行 っ たo 銀河の 中心領域 の星形成を理解するた

めに ､ 数百 p c ス ケ
ー

ル の分解能の C O 輝線デ ー

タから､ 早期型渦巻銀河g) 中心領域の分子ガス の

分布と運動を明らかにするo そ のため､ 以下の ようなサ ン プル の選択基準を取 っ た｡ H o et al . 1 9 9 7

( A p JS , 1 1 2 , 3 1 5) から､ (1) ハ ッ ブル タイ プが s o
, s a

,
s ab

､ (2) n u cl e u s ty p e が
､
S O/ a: H II n u cl ei , S ab :

H II n u cl ei o r T r a siti o n ( H II n u cl ei + LI N E R s) ､ (3)･i n clin ati o n < 7 0
o

､ (4) 距離が 3 0 M p c 以内､ (5) 強



く相互作用して い 凱 ､ 銀河､ ( 6)I R A S I O OFL m フ ラ ッ クス が 2Jy 以上､ (7) 最近､ 干渉計による観潮

が行われて い な い ｡ また ､ 大賀量産形成を行 っ
~
て い な い S O 銀河 の N G C 3 8 3 に つ い て ､ N はA と

R A I N B O W 干渉計 耶 M A と野辺山 4 5 m 電波望遠鏡を栂み合わせ た高感度干渉計) を用い て
､ C O

輝線の観潮を行 っ たo

我々が新しく得た天体と文献からの天体を合わせた早期型銀河 1
_
6 天体と ､ これまでに観測され

て い た晩期型銀河 1 5 天体 ( 両者は､ い ずれも中心領域 の星形成率が a fe w x O .1 M
o y r

l
- a fe w M o

y r
~ l 程度の範囲にあるサ ンプル である) と比較する こ とにより､ 以下に挙げる観潮時事実を得た.

1 ･ 銀河 の 中心領域( 半径 5 0 0 p c) の 分子 ガス質量功 学的質量比( M
g a s/ M d y n) は

､ 晩期型銀河

(1 5 % ) と比較して 早期型銀河(4 % ) では有意に低い o

2 . 銀河 の 中心領域(半径 5 0 0 p c) で の ガ ス 面密度と星形成面密度を比較 したと こ ろ､ 晩期型

銀河では従来知られ て い る S 血 m i血 則の 幕に よく 一 致 したが (〟 ≡ 1 .4) ､ 早期型銀河 で

紘 (1) 幕が異な り( N = 0 ｡7 9) , ( 2)S ch mi d t 則から の 分散も晩期型と比較 して 有意に大き い

( q
2
( e a rly) = 2 .7 × q

2
(l a t e)) こ とが分か っ たo

3 . S o 銀河 N G C 3 8 3 に大質量墨形成を伴わな いガス 円盤を見 つ けた｡ こ の 円盤の 半径 5 0 0 p c

内の ガス面密度は 4 .6 × 1 0
2
M o p c

- 2
であり､ こ れはネタ

- バ ー

ス ト銀河と同程度であるo

上記の 新しく得られた結果から､ 早期型銀河
_
の中心領域の屋形成に つ い て の 以下の よう恵説明を

提案する｡

1 . M
& a S/ M d y n 比の低い 早期型渦巻銀河 の 屋形成にお い て

､
T o o m r e

'

s Q 債を評価したと こ ろ､
こ

れらの銀河の おけるガス 円盤は重力的に安定となる こ とがわか っ たo これは､ 従来の塵形成

シナリオ( 重力不安定性の成長 → ガ ス円盤の分裂 → 星形成) と相容れ 凱 ､
o

2 . N G C 3 8 3 では､
｢晩期型の ス タ

ー バ ー

ス ト銀河と同程度の ガス面密度(4 . 6 ×1 0 2 M
o) を持 つ ,

屋形成を伴わな い 大質量ガス 円盤｣ を見つ けたo これは ､ 非常 に 早 い 回転速度( v, ｡ I
= 4 6 0

k m s
- I
) により､ ガ ス 円盤は重力的 に安定に保たれ(Q ≫ i) ､ 星形成を起 こすため の開催を

まだ超えて い な い こ とが分か っ た o

3 . 晩期型棒渦巻銀河 で は､ 棒構造を持たな い晩期型銀河に 比べ て
､

屋形成効率 の 上昇が見られ

た. また
､ 早期型銀河の

一 部に 軌 ､ て ､ ガス消費時間( = ガス質量 / 星形成率) が極め て短い

銀河が存在して い る｡ こ の こ とか ら､ 特に星間物質の比較的少な い 早期型渦巻銀河 で は､ 樺

構造 に よる質量輸送が屋形成の重要な役割を担 っ て い ると考えられる｡

4 . 棒構造による効率的な中心領域 へ の ガ ス の集積( 例: N G C 9 7 2 , N G C 3 5 0 4) ､ 相互作用による

屋形成の促進(例: N G C 3 5 9 3 や N G t 4 4 2 4 など) ､ 早期型銀河 の深い ポテ ン シ ャ ルによる臨

界ガ ス密度の 上昇(例 : N G C 3 8 3) などが原因となり､ 幅広い童形成 の活動性( 皇形成 ･ 屋形

成効率) を示して い る｡




